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物  質  名 n-ヘプタン ＤＢ－44 
別  名 ヘプタン 構 造 式 

 CAS 番号 142-82-5 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-7 
分子式 C7H16 分子量 100.20 
沸点 98.5℃ 1) 融点 －90.6℃ 1) 
蒸気圧 46 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.10 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 4.66（実測値）3) 水溶性 3.4 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LCL0 59,000 mg/m3 (41 min) 5)  
 マウス 吸入 LCL0 75,000 mg/m3 (2hr) 5)  
 ラット 吸入 LC50 103,000 mg/m3 (4hr) 5)  
 ラット 吸入 LCL0 65,000 mg/m3 5)  

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、3,280、16,400 mg/m3 を 28 日間（6 時間/日）吸入させた結果、ばく露終了後 2
ヵ月で、16,400 mg/m3 群で聴性脳幹反応の有意な低下を認め、3,280 mg/m3 群の 1/11 匹、16,400 
mg/m3 群の 9/10 匹で可聴閾値が 10 dB に上がった 6) 。 

・ラットに 6,150 mg/m3 の工業用ヘプタン（本物質 52.4％、本物質異性体とシクロヘキサン等

44.2％）を数ヵ月間（5 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、電気生理検査や組織検査で末梢

神経障害がみられた 7) 。 
・ラットに 12,300 mg/m3 を 16 週間（12 時間/日）吸入させた結果、臨床所見や組織検査で末梢

神経障害はみられなかった。なお、同じ条件で試験された n-ペンタン、n-ヘキサンでは、n-
ヘキサンで神経障害の発生がみられた 8, 9) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の蒸気は眼、皮膚、気道を刺激し、液体を飲み込むと肺に吸引されて化学性肺炎を起

こす危険がある。中枢神経系に影響を与えることがある。眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付

くと乾燥、経口摂取では吐き気、嘔吐、胃痙攣、灼熱感、吸入では感覚鈍麻、頭痛を生じる。

長期または反復してばく露すると、肝臓に影響を与え、機能障害を生じることがある。また、

液体では皮膚の脱脂を起こす 10) 。 
・1,000 ppm（4,100 mg/m3）の濃度に 6 分間、2,000 ppm（8,200 mg/m3）では 4 分間ばく露され

ると軽いめまいが現れ、5,000 ppm（20,500 mg/m3）に 4 分間ばく露されると強いめまい、直

線歩行困難、興奮、協同運動の失調が現れる。5,000 ppm（20,500 mg/m3）に 15 分間ばく露さ

れると、抑制できない興奮状態が現れる者もあり、昏迷状態がばく露後 30 分くらい続く者も

いた。ばく露の数時間後に、食欲不振、軽い嘔吐、ガソリンに似た味が訴えられた 11) 。 
・臭気閾値は 40～546 ppm（164～2,239 mg/m3）と報告されている 12) 。 
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・製靴工場で工業用ヘプタン（本物質 38～40％、2-メチルへキサン 27～30％、3-メチルヘキサ

ン 8～10％、メチルシクロヘキサン 17～21％、n-ヘキサン 0.2％未満、その他溶剤 3％未満）

に 5.8±1.9 年間ばく露された労働者（男性 3 人、女性 47 人）を対象とした調査で、平均ばく

露濃度は、本物質で 45 ppm（範囲 7～179 ppm）、3-メチルヘキサンで 19 ppm（範囲 4～69 ppm）、

その他へプタンの異性体で 61 ppm（範囲 9～227 ppm）であり、症状として異常感覚、四肢の

脱力、筋痙攣、めまいが多かった。労働者と化学物質にばく露した可能性を排除できない対

照群（男性 5 人、女性 35 人）とで症状の発生率を比較したところ、労働者のほうがわずかに

多い程度であったが、事務職による対照群（男性 35 人、女性 15 人）との比較では有意な増

加を認めた。神経伝導検査では、労働者のうち異常感受性、四肢の脱力を訴える人のそれぞ

れ 62.5%、67.8％で遠位感覚神経伝導速度が変化しており、2 つの対照群でも正中神経で遠位

感覚神経速度の有意な低下、感覚神経活動電位の遠位潜伏期の延長がみられ、不顕性の末梢

神経障害を示した。なお、本物質や工業用ヘプタンへのばく露期間やばく露濃度と影響との

間に関連性はみられなかった 13) 。 
・女性の靴製作者（32 才）が就業後 3 ヵ月でめまい、四肢の感覚異常、下肢の痛みを訴え、電

気生理検査で坐骨神経の伝導速度のわずかな低下、下肢筋肉の脱神経がみられた。靴の接着

剤には本物質、シクロヘキサン、酢酸エチル等の複数の溶剤が含まれていた。これらの化学

物質のばく露が無くなった後、中枢神経系の症状は直ぐに消失したが、軽度の末梢神経系の

症状は数ヵ月間続いた。作業場での化学物質の濃度を実験的に再現した結果、濃度は ACGIH
の TLV 値（1994 年）よりもはるかに低く、本物質では 147.6 mg/m3（TLV 値は全異性体につ

いて 1,640 mg/m3）であった 14) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 15) 
TWA-TLV 400 ppm（1,640 mg/m3） 
TWA-STEL 500 ppm（2,050 mg/m3） 

（全異性体） 
 

 日本産業衛生学会 16) 200 ppm（820 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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